
 

会議録 

第１回 男女共同参画センター指定管理者選定評価委員会会議録 
日 時 令和４年８月３日（水）10 時 00分～12時 20分 
開 催 場 所 男女共同参画センター横浜北 
出 席 者 青木 玲子委員、川崎 定昭委員、小ヶ谷 千穂委員、大高 聡委員、森 祐美子委員 
欠 席 者 なし 
開 催 形 態 公開（傍聴者なし） 
議 題 １ 委員長の選任について 

２ 男女共同参画センターの指定管理者業務に関する第三者評価の評価項目につい

て 
３ 施設の実地調査（男女共同参画センター横浜北） 

決 定 事 項 １ 委員長は、小ヶ谷 千穂氏を選任する 
２ 評価項目は、事務局案のとおり決定する 
３ 第３回委員会は非公開で実施する。 

議 事 １ 委員長の選任について 
  委員の互選により、小ヶ谷 千穂委員長を選任 
 
２ 男女共同参画センターの指定管理業務に関する第三者評価の評価項目について  
【事務局から説明】 
・男女共同参画センターの概要、設置目的・使命、業務内容、目標等 
・評価の流れ、評価基準、評価シート（案） 
 
【審議】 
（川崎委員） 

公共性の高い業務の評価については、収支計画や決算書など数字的な面からの

見方だけで割り切らず、人や組織の考え方・在り方、ガバナンスをしっかりと評

価できれば良いのではないかと感じている。客観的な５段階評価にこだわり過ぎ

ると本質的な部分が抜けてしまうということを非常に懸念している。公益財団法

人としての様々な規制は既に働いているため、評価にあたっては、実質的に指定

管理者が任されている仕事に対してどれだけ真摯に取り組んでいるかということ

を、各委員の皆さんの専門的見地からしっかり見ていくことができれば良いので

はないか。 
（森委員） 

現指定管理期間（令和２～６年度）の提案にあたり指定管理者が事業計画書を

作成したのは新型コロナの影響が出始める前である令和元年度という認識で良い

か。 
（事務局） 

ご認識のとおり。事業計画書作成は令和元年 7 月。新型コロナの感染拡大は令



 

和２年２月頃から。 
（森委員） 

評価にあたっては、当初の計画通りであるかということに加えて、コロナによ

ってこの２〜３年でここまでの変化が起きてしまっているので、当初計画通りと

いう以上に、状況変化に応じて、柔軟に計画も変えながら対応していったかとい

う観点での評価も大事だと思っている。 
例えば市民参画の促進という点で、それをどのように評価して、参加された皆

さんにどのような変化があったのかなど、アウトカム視点での評価を、各館の皆

さんによる説明の中から捉えるとともに、資料から拾って評価していきたいが、

どうか。 
（事務局） 

事務局としては、指定管理者による自己評価としては、３年前に打ち立てた事

業計画書に沿って基本的なことは進めながら、この２年半で起きた大きな時代の

転換を捉えて自分たちがどう進んできているかも含めて自己評価として書き込ん

でいただきたいと考えている。委員の皆様には、その点も含めてご評価いただき

たいと考えている。 

評価シート（案）の各評価項目に記載した「視点」の捉え方として、当初の計

画通りというニュアンスが強く出過ぎている部分については、森委員のご指摘を

踏まえ、委員の皆様が各評価項目の趣旨を捉えていただきやすいよう、「視点」の

文言を少し調整させていただき、ご相談させてほしい。 

緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発出による閉館や施設の利用制限など

があり、来館者数・有料施設の利用者数・稼働率に大きな影響があった。コロナ

の影響により来館者数・有料施設利用者数等が大幅に減少し、コロナ前の水準に

戻っていないという現状を踏まえた上で、指定管理者がどのようにこの課題を捉

え、行動しているのかということを、自己評価としてしっかり書きこんでいただ

きたいと考えている。 
（小ヶ谷委員長） 

コロナの影響が評価の視点として大きく関わっている、ということがもう少し

わかるように、必要に応じて評価シートの各頁に補記しても良いのかもしれない。 
（事務局） 

コロナを踏まえた評価というニュアンスを「視点」の中に入れた方が良い部分

について必要な修正を行った上で、調整させていただきたい。 
（青木委員） 

評価は１館ではなく、３館それぞれの特色を評価することになると思うが、３

館ごとに事業の充実度が異なる場合、どのように記載していけば良いか。 
（事務局） 

３館それぞれがどのような特徴がありどのような取組に力を入れているか、と

いうことが委員の皆様にわかるよう記載してもらうようにお願いする。 



 

（川崎委員） 
出された数値が客観的に正しいものだと勝手に思い込み、信じてしまう可能性

が大いにあるため、直接的な利用者だけでなく、直接的な利用者に関わる周囲の

人も含めた「顧客」が何に価値を置いているのかを基準に評価すべき。 
（小ヶ谷委員長） 

指定管理者の自己評価には、質的なものがきちんと反映され、書き込まれてく

るのではないかと思っている。次回の説明聴取時に、指定管理者からそのあたり

はぜひ聞かせてほしい。 
（事務局） 

評価にあたり、定量的な部分だけでなく、定性的な部分、質的な部分、直接的

な利用者やそれに関連する方々のことを考えてというのは、まさにご指摘のとお

りだと思う。社会情勢が大きく変わってしまったからこそ、現在利用されている

方々だけでなく、これから利用する方、納税という形で関わっている市民の皆様

や、将来の利用者の方に向けて、施設がどうあるべきかということを念頭におい

ていただきながら議論をお願いできればと思っている。 
 
３ 実地調査 
【指定管理者から説明】 
・男女共同参画センター横浜北の概要 
・実地調査 
 
（大高委員） 

元々は女性フォーラムだったこともあり、女性の社会進出を推進していくこと

が男女共同参画社会を実現していくことになるということは理解できるが、一方

で、男性の施設利用についてはどうか。今の状況、雰囲気では、男性同士でこの

施設利用することは少し躊躇してしまう部分があるのではないかと感じた。女性

の働き方や生き方について、男性が理解していくことで、男女共同参画社会が実

現していくのではないか。例えば、男性の社会教育といった趣旨での自主事業や

施設利用の在り方をどのように考えているのか。 
（白藤館長） 

施設利用という点では、普段は男性グループでの利用もかなりある。講座参加

者でいうと９割が女性。健康事業や就労支援事業について対象を女性としている

が、雇用形態で見ても女性の方は非正規職が多く、さらに給与ベースで見ても、

男女間の賃金格差があることなどから、女性の経済的自立という観点で、女性を

対象として取り組んできた。ご指摘のとおり、男性が参加できる事業がもっと必

要だと思っており、試行錯誤しているところである。ワーク・ライフ・バランス

支援や、企業との連携という面で取組を進めていきたい。 
 



 

４ その他 
（小ヶ谷委員長） 

第３回の委員会については評価の調整等を行う予定となっていることから、非

公開としたいと思うがよろしいか。 
（各委員） 

異議なし。 
 

資 料 
・ 

特 記 事 項 

配付資料一覧 
資料１ 男女共同参画センター指定管理者業務に関する第三者評価について 
資料２ 横浜市男女共同参画センター評価シート（案） 
  
【参考】業務の基準・協定書・提案書等 
参考１ 横浜市男女共同参画推進条例 
参考２ 横浜市男女共同参画センター条例 
参考３ 横浜市男女共同参画センター指定管理者選定評価委員会運営要綱 
参考４ 横浜市指定管理者第三者評価制度運用指針（政策局共創推進室） 
参考５ 横浜市中期４か年計画 2018～2021 抜粋 
参考６ 第５次横浜市男女共同参画行動計画 
参考７ 横浜市男女共同参画センター指定管理者 業務の基準 
参考８ 横浜市男女共同参画センター指定管理者 施設の管理に関する業務の基準 
参考９ 事業計画書（指定管理者の公募時の提案書） 
参考 10 横浜市男女共同参画センターの管理運営に関する基本協定書 
参考 11 令和２年度（公財）横浜市男女共同参画推進協会 事業計画書 
参考 12 令和２年度（公財）横浜市男女共同参画推進協会 予算書 
参考 13 令和２年度 横浜市男女共同参画センター 収支予算書 
参考 14 令和２年度（公財）横浜市男女共同参画推進協会 事業報告書 
参考 15 令和２年度（公財）横浜市男女共同参画推進協会 決算書 
参考 16 令和２年度 横浜市男女共同参画センター 収支計算書 
参考 17 令和３年度（公財）横浜市男女共同参画推進協会 事業計画書 
参考 18 令和３年度（公財）横浜市男女共同参画推進協会 予算書 
参考 19 令和３年度 横浜市男女共同参画センター 収支予算書 
参考 20 令和３年度（公財）横浜市男女共同参画推進協会 事業報告書 
参考 21 令和３年度（公財）横浜市男女共同参画推進協会 決算書 
参考 22 令和３年度 横浜市男女共同参画センター 収支計算書 
参考 23 （公財）横浜市男女共同参画推進協会 組織図 

 
 


